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機能で選ぶから用途で選ぶへ

WWWの歴史はまだ浅いが、ホームページ作

成ソフトの歴史はそれに輪をかけて浅い。な

にしろこの手のソフトが誕生してから、まだ

2年ほどしかたっていないのだ。正直に言っ

て、初期のソフトにそれほど魅力は感じられ

なかった。ソフトのできが悪かったわけでは

ない。すさまじい勢いで機能が拡張する

WWWブラウザーやHTMLに、ホームページ

作成ソフトが追いつけなかったのだ。ところ

が、現在市販されているホームページ作成ソ

フトは、WWWブラウザーを上回る速度でバ

ージョンアップを重ね、初期のものとは比べ

ものにならないほど、機能や操作性が上がっ

ているのだ。

さらに、最近のホームぺージ作成ソフトは、

ホームページを作るための単なるエディター

ではなくなった。できあがったページをサー

バーにアップロードしたり、ウェブサイト全

体を管理したりと、ホームページのための統

合環境ツールと言ってもいいほど多機能にな

っている。

さて、それではこれらの高機能なソフトのな

かからどれを選べばいいのか。これが問題だ。

結論を言うと、「どんなページを作るのか」、

「個人で作るのかグループで作るのか」とい

った用途に応じて選ぶべきだ。

そこで、ここでは、それぞれのソフトが持つ

優れた機能や価格とともに、それがどんな用

途に向いているのかという点もあわせて見て

いくことにしよう。ホームページ作成ソフト

は「機能で選ぶ」から「用途で選ぶ」へと変

わりつつあるのだ。

マークの付いているソフトは本誌付録

のCD-ROMに体験版を収録

「ホームページを作れるなんてスゴイ！」と感心する

時代は終わった。インターネットの世界では1年前

のでき事は大昔の話。ホームページ作成ソフトも例

外ではない。現在、市販されているホームページ作

成ソフトは、この1年間で機能が大幅に充実し、か

つ操作性も向上した。「誰にでもホームページが作れ

ます」のキャッチフレーズにウソはない。 藪暁彦

用 途 に 合 わ せ て 賢 く 選 ぼ う

GoLive CyberStudio 1.0.1

Microsoft FrontPage 97

Symantec VisualPage 1.0

HOTALL 4.0

こざいく3.0

ホームページ・ビルダー2.01

クラリスホームページ2.0

WebAssistant／Publisher 2.0

Adobe PageMill 2.0J

+CD-ROM+CD-ROM
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ここまで進化した最新ソフト

登場したばかりの頃、ホームページ作成ソフトは、「HTMLエディター」と呼ば

れていた。個々のページに、自動的にHTMLのタグを入れてくれるだけだった

からだ。それがホームページ作成ソフトと呼ばれるようになったのには、それな

りのワケがある。ホームページ作成の流れを追いながら、その理由を説明しよう。

1 ホームページの企画と素材作り
ホームページ作成は、企画立案から始まる。

アイデアが固まったら、文章や写真、イラス

ト、場合によってはJavaアプレットやビデ

オ、サウンドなど素材の準備だ。さすがにす

べての素材を作れるソフトはないが、「ホー

ムページ・ビルダー」や「フロントページ」

などアニメーションGIF編集ソフトが付属す

るもの、「HOTALL」のように文字を3Dグラ

フィックスに変換する機能を持つものもある。

テンプレート付きのソフトも増えてきた。ペ

ージをうまく構成できないときは、そのテン

プレートを利用するといい。「フロントペー

ジ」にいたっては、ウェブサイト全体のテン

プレートまで付いている。

2 ページ編集
当初のHTMLエディターにできたのは、ペー

ジ編集だけだった。では、最近のホームページ

作成ソフトが、これに付加機能を加えただけ

のものかというと、そうではない。操作性が、

格段に上がっている。いまや画像の挿入から

リンクの設定まで、ドラッグ＆ドロップででき

るソフトも珍しくない。「Adobe PageMill

1.0」は、編集画面でWWWブラウザーの表

示イメージがそのまま見られるというので話

題になったが、今ではそれが当たり前。

3 ページデザインと演出
たくさんの人に繰り返しアクセスしてもらう

には、それなりの工夫が必要だ。

工夫その1はページデザイン。現在、主流の

HTMLに大したレイアウト機能はない。そこ

で考えられたのが、表を使った簡易レイアウ

ト。表のマス目にテキストや画像を挿入し、

枠線を消すのだ。そうすれば、2段組み、3

段組みのページも作成できる。また、フレー

ムを使えば、印刷物には真似できないページ

を作ることができる。

工夫その2は、Javaスクリプトやプラグイン

を使ったページの演出だ。興味を引くには、

動いたり音の出るページを作るのが一番。た

だし、凝りすぎるとロードに時間がかかり、

反対に嫌われる原因になるので注意。

4 ウェブサイトのチェック
ページの編集が終わったら、次はファイルの

確認とリンクのチェックだ。ウェブサイトは、

複数のページで構成されている。個人ページ

でも、画像まで含めるとファイル数は相当な

数になるはず。それを、手作業でチェックす

るのは大変だ。そんな手間のかかる作業を自

動的にやってくれるソフトも珍しくない。

5 ファイルのアップロード
ホームページ作成の最後の仕事は、サーバー

へのファイルのアップロードだ。ファイル転

送はもともとFTPソフトの仕事だったが、ホ

ームページ作成ソフトの中には、この機能ま

で備えたものも少なくない。なかには、サー

バー側とローカル側のファイルを照合し、修

正されたファイルだけをアップロードしてく

れるソフトもある。

ホームページ作成ソフトのすべてが、全行程

を処理できる機能を備えているわけではない。

だが、ページ編集の領域を超えて、WWWで

情報発信するための統合ソフト的な方向へ向

かっていることは確かだ。昨年後半以降に発

売されたソフトに、それが顕著に表れている。

1. 企画と素材作り 

企画書 

イラスト 写真 

イラスト 

2. ページ編集 

3. デザインと演出 

プラグイン 

JAVA

4. ウェブサイトのチェック 

5. ファイルのアップロード 

サーバー 

最新ソフ
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ページレイアウト自由自在

「 Golive CyberStudio」 は 、

HTMLエディターと呼ぶよりもホー

ムページオーサリングツールと呼ぶ

ほうがふさわしい。まさに、目から

ウロコのホームページ作成ソフトだ。

何よりも驚くのは、ページのどんな

場所にも文字や画像を自由自在に

レイアウトができること。と言って

もスタイルシートを使っているわけ

ではない。だからCyberStudioで

作ったページは、最新のWWWブ

ラウザーでなくても再現できるのだ。

自在なレイアウトの仕掛けは、表

（テーブル）だ。テーブルタグをウ

ラ技的に使い、簡単なレイアウト処

理を施しているページはいくらでも

ある。CyberStudioでもこの方法

を用いているが、こちらは表の使い

方が徹底している。セルの幅や高さ

をピクセル単位で調節して、テキス

トや画像などをレイアウトするのだ。

さらに、その操作は実に簡単で、

テキストボックスや画像などのオブ

ジェクトをウィンドウにドラッグす

るだけ。同じような操作で、Java

アプレットやJavaスクリプト、プラ

グイン対応ファイルも配置できる。

これら一連の操作は、ドローソフト

やDTPソフトでコンテンツをレイア

ウトするのとほとんど変わらない。

フレームの設定も簡単だ。あらかじ

めツールパレットに用意されている

テンプレートの中から適当なものを

選び、必要に応じてさらに枠組み

を分割したり、不要なフレームを削

除したりして、思いどおりの形にし

ていけばよい。

ウェブサイトを編集、管理す

るプロジェクト

CyberStudioでは、ウェブサイト

を構成するファイルをひとまとめに

して「プロジェクト」という単位で

管理できる。プロジェクトを作成し

ておけば、各ファイルがいつ作成さ

れ、いつ修正されたかが分かるだけ

でなく、ファイルのリンク状態をグ

ラフィカルにチェックできるように

なる。

CyberStudioにはFTP機能はない

が、とりあえずこのことに不満はあ

まり感じない。それほどページ編集

機能が充実し、操作性がいいのだ。

あえて問題点をあげるなら、テーブ

ルタグを駆使してページを作成する

ために、HTMLソースファイルがや

たらに長くなることだろう。

ド
ロ
ー
ソ
フ
ト
感
覚
で
ペ
ー
ジ
編
集

GoLive CyberStudio 1.0.1
発売元 ：株式会社ソフトウェア・トゥー

価 格 ：64,800円

発売予定日 ：英語版：4月（日本語版への無償アップデート付き）、

日本語版：6月

問い合わせ先：03-5676-2177

ホームページ ：http://www.swtoo.com/

動作環境 ：パワーPC/MacOS 7.5.5以降

フレームを設定するときは、ウィンドウ上部の「フレーム」
タブをクリック。次にツールパレットの「Frame」タブをク
リックして、テンプレートの中から適当なものを選ぶ。さら
に各フレームを分割することもできる。ただしCyberStudio
ではフレームをプレビューできないので、最終的な確認は
WWWブラウザーで行う。

編集ウィンドウに、ツールパレットから「レイアウトグリッド」をドラッグ。その上に、同じ
くツールパレットから選んだテキストボックスや画像、表、Javaアプレットなどのオブジェク
トを配置する。各オブジェクトのサイズも変更可能。文字の色やリンクの設定もドラッグでで
きる。
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サイト構築を前提にページを

作成

フロントページは、フロントページ

エディター、フロントページエクス

プローラの2つのプログラムで構成

されている。フロントページエディ

ターで個々のページを作成し、それ

をフロントページエクスプローラで

ウェブサイトとしてまとめるのだ。

フロントページで作るウェブサイト

をフロントページウェブと呼び、ウェ

ブ全体の構造を決めてから、各ペー

ジを作成していくところが、このソ

フトの大きな特徴だ。まだ作成が完

了していないページの制作進行を管

理する機能まで備えられている。

最近は、FTP機能付きのホームペ

ージ作成ソフトも珍しくない。フロ

ントページも同様の機能を持ってい

るが、単にファイルのアップロード、

ダウンロードにとどまらず、フロン

トページウェブの編集、データの更

新や情報の発行が効率よくできるよ

うになっている。ただしこれには、

サーバー側にフロントページエクス

テンションという拡張プログラムが

必要だ。もっともプロバイダーの

WWWサーバーを利用している場合

は、このプログラムを利用できない。

そんなときは、パソコンにオプショ

ンのパーソナルウェブサーバーをイ

ンストールするといい。

パーソナルウェブサーバーは個人用

サーバーとしても利用できるが、ど

ちらかといえばサーバー環境のシミ

ュレーション用。作成したフロント

ページウェブの動作確認に使う。

OKならば、オプションのウェブ発

行ウィザードでファイルをアップロ

ード。ウェブ発行ウィザードを使え

ば、この作業も簡単だ。

ウィザードを使ったお手軽編

集

フロントページウェブ自体もウィザ

ードでデザインできる。「カスタマー

サポート」や「会社案内」など、

用意されているテンプレートを選び、

質問に答えていけばフロントページ

ウェブの原形ができあがる。ウィザ

ードといえば、フレームの設定もウ

ィザードでできる。用意されている

テンプレートを使って、必要なレイ

アウトに変更していくのだ。そのほ

かスタイルシートを除けば、フロン

トページエディターは、インターネ

ットエクスプローラ3.0が表現でき

るコンテンツをすべて作成できる。

ActiveXコントロールはもちろん、

プラグインやJavaアプレットなど、

どんなオブジェクトでもページの中

に埋め込める。

ペ
ー
ジ
編
集
か
ら
サ
イ
ト
管
理
ま
で

Microsoft FrontPage 97
発売元 ：マイクロソフト株式会社

価 格 ：オープンプライス（推定小売価格：24,800円）

問い合わせ先：03-5454-2300

ホームページ ：http://www.microsoft.co.jp/office/frontpage/

動作環境 ：ウィンドウズ 95、NT

フロントページエクスプローラは、フロントページウェブに含まれる
フォルダーやファイルをエクスプローラのように表示してくれる。ツ
ールバーの「ハイパーリンクビュー」ボタンをクリックすれば、指定
したファイルのリンクの様子がグラフィック表示される。リンクの
様子をツリー表示してくれるソフトはほかにもあるが、ホームペー
ジ中のリンクは単純なツリー表示では表せないことが多い。フロン
トページエクスプローラなら、リンク状態を正確にチェックできる。画像挿入やリンクの設定など大半の操作は、設定範囲を指定し、ツールバーの

ボタンをクリックして、表示されたダイアログに必要事項を入力するだけでい
い。表も簡単だ。ツールバーの「表の挿入」ボタンをクリックすると、プルダ
ウンメニューのように表のひな型が表示される。これをドラッグして、必要なサ
イズになったところでボタンを離せば、指定した場所に表が作られる。
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シンプルでわかりやすいイン

ターフェース

VisualPageには、CyberStudioや

フロントページと違って、「他に類

を見ないきわめてユニークな機能」

は特にない。とにかくシンプルな操

作で、素早くページの編集作業を

進められる。それが一番の特徴だ。

テキストや画像、Javaアプレット、

プラグインといったページを構成す

る素材は、ツールバーのボタンをク

リックして、表示されたダイアログ

ボックスから選ぶだけ。挿入した素

材をダブルクリックすれば、それぞ

れの設定ダイアログが開くから、そ

こで必要な設定をすればいい。手作

業だと面倒な表も、これと同じ要

領で作ることができる。

「Window」メニューから「Site

Window」を選び、ウェブサイトを

構成するファイル類を保存したフォ

ルダーを表示しておくと、作業はさ

らに楽になる。ここから画像ファイ

ルを編集ウィンドウにドラッグ＆ド

ロップするだけで、その画像をペー

ジに貼り付けることができるのだ。

同じ要領でリンクの設定もできる。

VisualPageのユーザーインターフ

ェイスは見た目にシンプルだが、操

作も単純明快。これが、このソフ

トの最大のメリットだ。

プレビューにWWWブラウザ

ー不要

近頃のHTMLエディターはWYSI-

WYGが当たり前だが、最終的な確

認にWWWブラウザーが必

要なものも多い。しかし、Visual-

Pageなら、編集からプレビューま

で、ページ作成の全行程をこの1本

で進められる。編集モードからプレ

ビューモードに変えればJavaアプレ

ットも実行できるし、QuickTime

ムービーなどのプラグインも再生で

きる。もっとも、どんなプラグイン

もOKというわけではないようだ。

完成したファイルのアップロードも

できる。「F i l e」メニューから

「Open FTP Site」を選べば、前も

って設定してあるFTPサーバーの自

分のディレクトリーにアクセス。フ

ァイルを更新したり、新しいフォル

ダーを作ったりすることができる。

VisualPageは処理速度も速いし、使

っていて気持ちがいいソフトなのだ。

ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
で
素
早
い
編
集

Symantec VisualPage
発売元 ：株式会社 シマンテック

価 格 ：25,000円（日本語版予価）

発売予定日 ：5月下旬

問い合わせ先：03-3498-1118

ホームページ ：http://www.symantec.co.jp/

動作環境 ：パワーPC、68k/MacOS 7.1以降

フレームの設定は、「File」メニューから「New Frame Layout」を選択。
これで、編集エリアが縦に2つに区切られたウィンドウが新しく開く。
「Frame」メニューから「Split Frame Vertically」、「Split Frame
Horizontally」を選んで、さらに縦横にフレームを分割する。また、各フ
レームで表示するファイルは、「Set Frame Source」で設定する。

テキストの設定から画像やJavaアプレットの挿入、表作成にいたるまで、
同じ手順で作業ができる。表を作る場合は、表挿入ボタンをクリック。設
定ダイアログが表示されたら、行や列の数などを決めてOKボタンをクリッ
ク。これで表の枠組みができあがる。また、Site Windowを開いておけば、
リンクの設定や画像挿入がドラッグ＆ドロップでできる。
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正直な話、HOTALL（ホタル）の

最初のバージョンにはあまり感心し

なかった。操作性が良くなかったか

らだ。ところが、それから1年数か

月たって発売されたバージョン4.0

は、ずいぶん操作性が良くなった。

ただ、ツールバーにところせましと

並んだボタンの中に、ちょっと見た

だけでは何をするものだかわかりづ

らいものがあるのが少し気にはなる。

設定範囲を選択し、ツールバーのボ

タンをクリック。必要ならダイアロ

グを表示して、詳細な条件を設定す

る。これが、操作の基本だ。また、

「イメージパレット」を起動すると、

画像ファイルのイメージが表示され

る。ここからドラッグするだけで、

画像をページに挿入できるのだ。

このほかフォントや色、背景に貼る

テクスチャーを指定すると、テキス

トを3Dグラフィックに換えてくれる

「3Dサインボード」、ページを構成

するHTMLファイルのリンクなどを

確認できる「リンクブラウザ」、

FTPソフトの「dBFTP」と、付加

機能が充実しているのがHOTALL

の特徴といえるだろう。

付
加
機
能
が
充
実
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

HOTALL 4.0
発売元 ：デービーソフト株式会社

価 格 ：17,800円

問い合わせ先：011-807-6700

ホームページ ：http://www.db-soft.co.jp/

CD-ROM収録先：WIN→HOTALL

動作環境 ：ウィンドウズ 95

+CD-ROM+CD-ROM

イメージパレットを開いておけば、ドラッ
グ＆ドロップで画像を挿入できる。CSV
形式に変換した表計算ソフトのデータを読
み込めば、手間をかけずに表を作れるのは
便利でいい。

こざいくは、「エディタモード」でペ

ージを編集し、「ブラウザ」モードで

編集結果を確認する。このブラウザ

ーがしっかりWWWブラウザーとし

ての機能を備えていて、起動時に開

くページの設定までできる。ツール

バーには、テキストの属性を決める

ボタンしかない。それ以外は、カテ

ゴリー別に分類されたツールパレッ

トのボタンをクリックして操作する。

ていねいに作られていることがよく

わかるソフトだが、気になるところ

もある。こざいくでは、ページが

「ブロック」と呼ばれる単位で構成

されている。ブロックの中にテキス

トや画像を挿入し、複数のブロッ

クを積み重ねてページを作るのだ。

このブロックの中でマウスボタンを

クリックすると、画面がちらつく。

FTP機能を備えているのはいいが、

すべてのファイルを閉じてからでな

いとこの機能が使えない。そして何

より気になるのが、日本語をインラ

イン入力できないこと。これはつら

い。前バージョン以来のリンク設定

のしやすさ、リンクチェックのきめ

細かさ、フレームへの対応など、評

価できる機能も多いだけに残念だ。

フ
ァ
イ
ル
を
開
く
と
ま
ず
エ
ラ
ー
チ
ェッ
ク

こざいく3.0
発売元 ：株式会社ビジョン・コーポレーション

希望小売価格：198,000円

問い合わせ先：03-3258-0460（ダットジャパン株式会社）

ホームページ ：http://www.visionj.co.jp/cosaicj/

CD-ROM収録先：MAC→COSAIC

動作環境 ：パワーPC、68k

+CD-ROM+CD-ROM

通常のページは、ページウィンドウをエデ
ィタモードにして編集するが、フレーム設
定は専用のフレームウィンドウで行う。フ
レームメニューから新規フレームを選択す
ると、フレームウィンドウが開く。ここで
ウィンドウ内を縦方向、横方向に数回分割
して、必要なフレームを設定する。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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ホームページ・ビルダーのツールバー

は、ウィンドウ上部と左側に分かれ

ている。このおかげで、ボタンをクリ

ックするだけでほとんどの操作を実行

でき、なおかつ編集エリアを広く取る

ことができる。これは、他のソフトに

はない工夫だ。「HTMLを知らなくて

もホームページが作れる」。多くのソ

フトのうたい文句だが、はたしてそう

だろうか。いくらボタンをクリックす

るだけと言われても、初めての人にと

ってはやはり説明が必要だ。ホームペ

ージ・ビルダーのマニュアルにはチュ

ートリアルが付いていて、書いてある

とおりに操作すればサンプルページを

作れるようになっている。特に初心者

にとって、これはありがたい。

著作権フリーのJavaアプレットも付

いているし、完全に対応してはいない

がプラグインも挿入できる。別プログ

ラムを起動しなければならないが、フ

レーム設定やGIFアニメーションの編

集、サーバーへのファイルのアップロ

ードもできる。さまざまなタイプのホ

ームページを作れる機能をひととおり

そろえた、ユーザーフレンドリーなソ

フトだ。

初
心
者
に
親
切
な
画
面
デ
ザ
イ
ン
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

ホームページ・ビルダー2.0
発売元 ：日本IBM

価 格 ：14,800円

問い合わせ先：0120-04-1992（ダイヤルIBM）

ホームページ ：http://www.ibm.co.jp/software/internet/hpb/

CD-ROM収録先：WIN→HPBUILD

動作環境 ：ウィンドウズ 95、NT3.51

+CD-ROM+CD-ROM

フレームを設定したり、完成させたファイ
ルをサーバーにアップロードしたりすると
きは、あらためてスタートメニューからプ
ログラムを選ばなければならない。ツール
バーにボタンを付けておいてほしかった。

クラリスホームページには、「編集

モード」、「プレビューモード」と

「HTMLモード」の3つのモードがあ

る。編集モードでページを編集し、

それをプレビューモードで確認、未

対応のタグを使う場合にはHTML

で修正が加えられるようになってい

る。編集モードで編集できる機能

は、他のソフトとほとんど変わらな

い。Javaアプレットやプラグイン対

応ファイルを挿入することもできる。

ただし、こうした埋め込みオブジェ

クトはプレビューモードでは確認で

きないので、WWWブラウザーであ

らためて動作チェックが必要だ。

便利なのがサイト管理機能だ。サ

イト定義ファイルを作っておくと、

作成したページ数と全体の容量を確

認でき、画像ファイルを指定したフ

ォルダーに集めてくれる。ページ中

に貼り付ける画像ファイルをいろい

ろなフォルダーから持ってきている

場合、この機能はありがたい。そし

て必要なファイルを1か所に集めた

ら、サイトウィンドウの「アップロ

ード」ボタンをクリック。設定した

サーバーにフォルダー内のファイル

をアップロードしてくれる。

3
つ
の
モ
ー
ド
で
ペ
ー
ジ
編
集
、修
正
、確
認

クラリスホームページ2.0
発売元 ：クラリス株式会社

価 格 ：9,900円（キャンペーン価格）

問い合わせ先：03-5210-9022（FAX）

ホームページ ：http://www.claris.co.jp/

CD-ROM収録先：MAC→ClarisHomepage

動作環境 ：パワーPC、68k

表計算ソフトで作成したデータをクラリス
ホームページにコピー＆ペーストするか、
あるいはワープロソフトで作成したタブ区
切りのデータをドラッグ＆ドロップすると、
自動的に表が作成される。これは便利だ。

+CD-ROM+CD-ROM
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Editorを初めて起動したとき、ツー

ルバーに並んだボタンの多さに驚か

された。ボタンはHTMLのタグをア

イコン化したものだが、おそらくス

タイルシート用のタグやOBJECTタ

グ以外は、ほとんど網羅されている

のではないかと思う。しかし、この

ままではあまりに作業がやりにくい。

ツールバーはカテゴリー別に7つの

ブロックに分かれていて、ドラッグ

して並べ替えたり、ツールバーエリ

アの外に出したりすることもできる

が、限度がある。

ボタンの多さに比例するかのように、

編集機能は豊富だ。Javaアプレッ

トやプラグインのオプションパラメ

ーターは必要なだけ設定できるし、

スクリプトを記述するエディターも

付いている。フレームの設定法もユ

ニークだ。「フレームの表示/編集」

ボタンをクリックすると、フレーム

モードに切り替わる。ここでウィン

ドウのの左下または右上にある「分

割ボックス」をドラッグすれば、自

由にフレームを設定できるのだ。

なお、「EasyAuthor」にはファイ

ル転送機能は付いていない。

基
本
的
な
操
作
を
す
べ
て
ボ
タ
ン
化

WebAssistant/Publisher
発売元 ：株式会社東芝

価 格 ：EasyAuthor：16,800円、Publisher：36,800円

問い合わせ先：03-3457-3300

ホームページ ：http://www.toshiba.co.jp/

CD-ROM収録先：WIN→Webassis

動作環境 ：ウィンドウズ 95、NT

+CD-ROM+CD-ROM

ツールバーには小さなディスプレイでは編
集エリアがほとんど取れないくらいたくさ
んのボタンが並んでいる。画像やプラグイ
ンなど、別ファイルを読み込む必要がある
ものは、ボタンをクリックするとオープン
ダイアログが開く。それ以外は、設定範囲
を選択してボタンをクリックすればいい。

これでいったい何ができるのだろう

と不安になるほど、PageMillのユ

ーザーインターフェイスはシンプル

だ。が、これで十分。ページの中に

Javaアプレットやプラグインを埋め

込むこともできるし、フレームにも

対応。ボタンのない機能は、ショー

トカットキーに割り当てられている。

他のソフトとの違いは随所に見られ

る。例えばテキストと画像以外のも

のは、Javaアプレットでもプラグイ

ンでも、ツールバーの「オブジェクト

配置」ボタンで挿入。詳細なオプシ

ョンパラメーターは、属性パレットで

設定する。フレームは編集モードと

は別の専用モードで設定するソフト

が多いなか、PageMillは通常の編集

モードで設定できるのも楽でいい。し

かもOptionキーを押しながらドラッ

グするだけで、思いどおりに分割でき

る。「ペーストボード」も、便利な機

能だ。ペーストボードには画像やテキ

ストだけでなく、プラグインやJava

アプレットまでコピーできる。しかも

テキストにリンクが設定されている場

合には、リンクまでコピーできるのだ。

老
舗
ソ
フ
ト
の
特
徴
は
シ
ン
プ
ル
さ

Adobe PageMill 2.0J
発売元 ：アドビシステムズ株式会社

価 格 ：17,800円

問い合わせ先：03-5423-1860

ホームページ ：http://www.adobe.co.jp/product/pagemill/

pagemill.html

CD-ROM収録先：MAC→PageMill

動作環境 ：パワーPC、68k

+CD-ROM+CD-ROM

ペーストボードとカラーパ
レット、属性パレットをウ
ィンドウのそばに表示して
おくと、操作性はかなり良
くなる。例えば、テキスト
のある範囲を選択し、カラ
ーパレットの色をそこまで
ドラッグするだけで表示色
を変更できる。
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ソフトによって異なる操作性

今回、9本のホームページ作成ソフトをチ

ェックした。結果から言ってしまうと、基本

的なページ編集機能に関する限り、ほとんど

のソフトに違いはない。ただしCyberStudio

だけは別格で、独自の工夫でページを自由に

レイアウトすることができる。

ソフトによって差があるのは操作性だ。文

字のスタイルやサイズ、見出しなど、テキス

ト関連の操作に大差はないが、画像、プラグ

インなどの処理、リンクや表、テーブルの設

定は、ソフトによってずいぶん操作勝手が違

う。今回、サイト内のファイルへのリンクを

もっとも設定しやすかったのは、CyberStu-

dioとPageMillだ。リンクボタンをクリック

するとリンク先のファイルを選ぶダイアログ

を開く方式が多いが、この2つのソフトはド

ラッグ＆ドロップで設定できる。特にドラッ

グ＆ドロップが徹底しているのはPageMill

で、表のサイズまでドラッグ＆ドロップで決

められる。

フレーム設定にはどのソフトも独自の工夫

をしているが、編集画面で設定後のイメージ

を確認できるほうが作業を進めやすい。今回

使ったなかでこれができるのは、VisualPage

とPageMIllの2本だけだ。プレビューといえ

ば、Javaアプレットやプラグインも動作確認

しながら編集できるに越したことはない。今

回取り上げたソフトのなかでは、VisualPage

が編集画面でJavaアプレットを実行でき、

CyberStudioとPageMillの2本がプラグイ

ンを再生できる。ただしどちらも、指定され

たフォルダーにプラグインソフトをインストー

ルしておかなければならない。

個々の機能についてはそれぞれ操作性の善

し悪しに差があるが、全般的に一番使い勝手

が良かったのはVisualPageだ。編集画面だ

けですべてのことができ、なおかつ処理速度

が速いから、作業をスムーズに進められる。

プラスαの付加機能

ソフトによってまるで違うのが、ページ編

集以外の機能だ。サーバーとファイルをやり

取りするFTP機能は、いまや付いていて当た

り前。WebAssistantにはEasyAuthorと

Publisherの2種類のパッケージがあり、

PublisherがFTP機能を含めたサイト管理機

能を備えている。今回紹介した中でこうした

機能がないのは、PageM i l l だけだが、

Adobe社からはこれにサイト管理機能を加

えたSiteMillが発売されている。

作成したファイルのリンクチェック機能を

持つソフトも増えている。今回取り上げた中

では、CyberStudioとウィンドウズ版のすべ

てとマック版ではこざいくがリンクをチェッ

クしてくれる。さらに、アクセスしたとき画

像ファイルも含めてどのくらいのロード時間

がかかるかを計算してくれるソフトもある。

ホームページ作成ソフトはこう選ぶ

こざいくを除けば、どのソフトにも比較的

購入しやすい価格が設定されている。だから

いっそうどれを選べばいいのか迷うところだ

が、前にあげた操作性や付加機能とホームペ

ージ作成の目的を照らし合わせれば、自然と

選択範囲は絞られてくる。最後に、タイプ別

最
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト機能比較

GoLive CyberStudio 1.0 Microsoft FrontPage 97 Symantec VisualPage 1.0 HOTALL 4.0

編集モード ○ ○ ○ ○

プレビューモード ○ × ○ ×

HTMLモード ○ ○ ○ ○

ページ作成テンプレート × ○ ○ ×

表作成の操作性 ★★★ ★★★★ ★★★ ★★

表の自動生成 × × × ○

フレーム作成の操作性 ★★★ ★★★ ★★★★ ★★

フレームプレビュー × × ○ ×

クライアントサイドイメージマップ ○ ○ ○ ○

サーバーサイドイメージマップ × ○ ○ ×

Javaアプレット埋め込み ○ ○ ○ ○

Javaアプレットプレビュー × × ○ ×

プラグイン埋め込み ○ ○ ○ ○

プラグインプレビュー ○ × × ×

ActiveXコントロール埋め込み × ○ × ×

ActiveXコントロールプレビュー × × × ×

ホームページ自動生成 × × × ×

リンクチェック（クライアント側） ○ ○ × ○

リンクチェック（サーバー側） × ○ × ×

FTPアップロード機能 ○ ○ ○ ○

更新されたページだけアップロード × × × ×

ページ表示時間を計算 × × ○ ×

画像の自動変換 PICT→GIF BMP、EPSなど→GIF、JPG PICT→GIF BMP→GIF

画像編集ツール × ImageComposer × 3Dサインボード

価格 64,800円 24,800円 25,000円（予価） 17,800円

プラットホーム MAC WIN MAC WIN

ペ
ー
ジ
編
集

サ
イ
ト
管
理

画像編集
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おすすめソフトをあげておこう。

凝ったレイアウトのページを作りたい

文句なくCyberStudioに決まりだ。ほ

かのソフトに比べてファイルサイズが大き

くなりがちなのが難だが、現時点でこれだ

け自由にレイアウトを施せるソフトはほか

にない。まずマス目が付いたレイアウトグ

リッドを貼り付け、その上にテキストや画

像をドラッグすれば、グリッドに合わせて

配置してくれる。位置やサイズの変更も

簡単だ。

仕事でウェブサイトの管理を任された

個人的なページなら、そのつど増えたペ

ージへのリンクを設定し、新しいファイル

をアップロードすればいい。が、仕事とな

るとそうはいかない。作成の第一歩からサ

イト全体をきちっと設計し、アップロード

後のファイル管理もしなければならない。

フロントぺージは、こうした目的に最適

だ。しかも、サイトのテンプレートまで用

意されている。

操作性にこだわる

慣れてきたら、ホームページ作りのアル

バイトでもやってみたい。そう思っている

のなら、できるだけ操作性の良いソフトを

選ぶべき。となれば、第一候補はVisual-

Pageだろう。サポートしていないタグを

定義する機能を備え、HTMLソースを直

に編集することもできる。PageMillも捨

てがたい。カラーパレットやペーストボー

ドは、PageMillならではの便利な機能だ。

大量の文書をホームページ化する

商品データや広報資料、研究論文など、

今まで印刷して配布していた資料をホー

ムページ化しようというとき、レイアウト

にこだわっていたらいつまでたってもホー

ムページは完成しない。こんな場合は、と

にかく短時間で作業を進められるソフトを

選ぶべきだろう。これにピッタリなのが

WebAssistantだ。このソフトには、テキ

ストを解釈して自動的にタグを付けてくれ

るAutoTaggerが付属している。これを使

えば、ほとんど手をかけずにテキストファ

イルをホームページに変換できる。

表を多用した資料が多い場合は、クラ

リスホームページ、PageMillやHOTALL

も有力な候補だ。これらのソフトは、表計

算ソフトのデータやタブ区切りのテキスト

データを、自動的に表に変換してくれる。

画像素材も作れるものがいい

一度はホームページを作ってみたい。そ

のために画像作成専用のグラフィックソフ

トまで買うつもりはないが、でもカッコい

いグラフィックや簡単なアニメーションく

らいは入れてみたい。少々欲張りな気も

するが、希望にそうソフトはちゃんとある。

HOTALLとホームページ・ビルダーだ。

HOTALLにはテキストをピカピカ光る3D

グラフィックに変えてくれる機能を持ち、

ホームページ・ビルダーにはアニメーショ

ンGIF作成ソフトが付いている。

これで、自分に合ったホームページ作成

ソフトが必ず見つかるはずだ。すばらしい

ホームページを作ってほしい。

こざいく3.0 ホームページ・ビルダー2.01 クラリスホームページ2.0 WebAssistant／Publisher 2.0 Adobe PageMill 2.0J

○ ○ ○ ○ ○

○（ブラウザー機能） × ○ × ○

× × ○ ○ ○

× × × × ×

★★★ ★★ ★★★ ★★ ★★★★

○ × ○ × ○

★★ ★★★ ★★ ★★★ ★★★★

○ × × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

× ○ × ○ ○

× ○ ○ ○ ○

× × × × ×

× △ ○ ○ ○

× × × × ○

× × × × ×

× × × × ×

× ○ × ○ ×

○ ○ × ○ ×

× × × × ×

○ ○ ○ ○ ×

× ○ × × ×

○ × ○ × ○

PICT、BMP→GIF、JPEG × PICT→GIF BMP→JPEG PICT→GIF

サインボードメーカー ウェブアニメーター × × ×

198,000円 14,800円 9,900円 36,800円 17,800円

MAC WIN MAC WIN MAC

1

2

3

4

5
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